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過
々
-ず̂
，し
ホ
>
义
換
然
の
咐
鼓
と
け
ほ
ゆ
孤<
5
:
^
る

ぺ

く
 

又
‘
政

肤

外

所

在

め

-
.
^
の

K

就

Vr<.!；!：CJ=r

お

纽

行

は

外

殺

に

於

て

受

饼

1
5
^
.
t
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.
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‘

'
，
以

上

は

ル

-
^
博

士

の

•
在

外

®

货

處

タ

S

の

教

律

の

，
大
 

要

な

る

が

，

以

下

余

は〈
1
\

 

货

の

辦m
-
v

兌

換

终

膨
服
ざ
の
關
係
、

(

ニ)

兌
換
芬
膨
跟
ご
物
價1

ビ
の 

關
係
、
及

び(

三)
.

物
價
騰
齋
と
外
國
資
易
ビ.

0

1
 

に
.分

ち

て

、
博

士

所

說

の

：是

非

を
： H

せ
ん
ざ
欲
す
。

H

I
疋
賞
0

壇
加
だ
兌
換
银
膨
派
と
の
■
係 

‘
貴
族
：院
豫
算
藥
貴
會
に
，於
て
政
府
の
說
明
す
る
所
に 

依
れ
ば
"
，.
昨

年

来

に

於

け

、タ

我

正

货

の

現

在

高

は

五

®

一
千
六
百
萬
圓
一*
又

同

年

中

に

於

.け

る

正

惯

の

增

加

額

は
.
'

1

億

七

千

五

百

萬

は

レ

て

"
，
其

中

政

府

所

有

の

办

の

增

加

はI:

億O
S

百
廣
圓
>
,
日
本
娘
行
の
分
七
千
ぽ
廣

圓
な
i

今
昨
大
正I

E

年
中
k

於
け
る4

?

の
狂
外
♦正
货

播
加
額
が
内
地
の
兌
換
券-J

加
何
な
る
：關
係
を
有
す 

る
や
を
究
め
ん
.に
.
y 

.

.

:

.

.

.

先
づ
政
抑
所
有
の.正
貨
.0
清
加
額
：：.

1,

億0

四
百
萬
圓 

が
.全
部
軍
器
賣
却
代
金
ょ
ふ
成
る.か
"

成̂
：は
其
他
に
預 

金
部
の
資
力
を
以
て"
；：‘日

本

銀

行

其

他

ょ

-
^
買

入

れ 

る
も
め
を
も
包4

2

甘
ら
る
,
$
否
や
K

依
.ウ
て 
>
.跋
兌
，

0$̂.
 
'

小
.川
懷
出
の
冗
.貧
蓄
辩
輸
か
讀
む

第
旧
脇
'
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賴

0

小
パ
博
士
の
正
货
養
積
输
か
讀
む

第
M
m

s
i
l

換
券
と
の
調
俯
を
異
に
す
べ
き
も
"
其
內
容
如
何
は
合 

日
に
於
て

*

^

?

ど
纖
知

.

す
る
；̂

傅
ざ
れ
ぱ
姑
ぐ
置
く
こ
し 

て
"

.

僻
ほ
次
で
来
る
べ
き
疑
問
は
、

T

方
に
兵
器
賣
却 

に
依
つ
て
其
代
金

S

し

て

互

額

の

貴

を

得

た

る

に
'
'
, 

他
方
砲
兵
工
廠
の
特
別
會
計
は
、
.其
定
め
ら
れ
た
る
昨 

年
捉
の
豫
算
内
に
て
、

' 

其

支

出

を

^
-
:
^
し

や

開

題

な
 

K

V
 

0
若
し
豫
翁
に
不
足
を
来
し4

^

め

に

預

金

部

，の

資

金
 

を

借

入

る

、
か
、
或
祐
他
の
國
庫
剩
儉
金
等
を
流
用
せ 

る
が
如
き
‘

こ

V

あ
ら
んか

"
：

此
等
は
何
れ
も
日
本
銀
行 

め
兌
換
券
を
以
て
な
さ
ぐ
る
ベ
f

t

從
て
兌
換
券 

の
增
％

お
來
す
は
免
る
ベ
か
ら
す
。
昨
年
八
月
以
来
頸 

金
部
の
資
力
を
以
て
、
英
國
ポ
藏
省
®
券

に

投

じ

る

, 

.
' 
-

.

.

1
 

A
0

は
或
は
此
間
の
消
息
を.語

る

も

の

に

非

ざ

，
る

か

。
..遮

莫 

政

府

所

有

の

，正

貨

.增

加

は"
.主

さ

し

て

奮

來
0

兵

器

を 

實却るに因るものな

り

ビ

云

ぺ

ぱ

、
ね
織
か
：

S

地 

兌
換
芬
の
增
發
ぉ
促
し.
^
'
^
<
?
^
.

必
要
.
^
.
2
 ̂

2
-
:
?
^
^
^

 

激
额
^

僅̂
.少
な
.タ
き
ご
謂
.ク
.て
可
セ
ふ
ん
0 

.
，
事

精

，斯

ズ
 

，
め

如

V

な
れ
ば
-
:小
川
博
士
の
'如
く
政
庶
所
有
の
在
外

賞
は
* 

日̂
本
娘
行
の

政
ま
*預
金
を
形
付
ぐ
る
に
過
ぎ 

す
し
て
、'
,兌
換
券9

墙
發
t

は
沒
赞
涉
な
み
？11

じ
去 

.る
は
條
リ
に
單
純
に
失
す
る
の
識-
^を
免
れ
す
。
：/

 

第
二
に
日
本
銀
行
所
有
の
液
外
：
貴
の
墙
加
额
七
千 

百

萬

圓

：は
ハ
，
全

部

我

對

外

資

易

の

決

濟

M

及
び
蓮
賞
" 

傭
船
料
の
收
入
等
を
*'.外
國
に
於
て
取
立
て
れ
る
も
の 

に
し
て
"

元
來
我
私
人
の
債
權
：に
屬
す
る
も
の
を
，
日 

本
銀
行
の
買
入
れ
た
る
に
外
な
ら
す0
而
し
て
日
本
叙 

行

は

此

等

の

ま

挪

に

は

總

べ

て

^
^
換

券

を

後

行

す

る

も 

の
な
れ
ぱ
>
.
斯
ィ
ゆ
か
ィ
し
て
墙
则
し
た
る
日
本
銀
行 

所
有
の
.正
賛
は
全
部
‘兌
換
券
の
增
發
を
.错
来
す
る
や 

論
を
俟
た
す
。，
此

點

就

ダ

.は
博
士
も
異
論
な
き
が
如 

くlij

貨
が
日
本
銀
行
め
斯
有14

歸
ザ
る
に
は
日
銀
行 

は
其
が
代
償
と
し
：
^
^
|
換̂
券
を
發
行
す
る
を
以
て、
M 

貨

め

增

加

：
に

從

ひ

其

額

次

：̂
:
兌

換

券

も

增

徽

せ

ら

る

ぺ 

☆

の
所
說
を
首
肯
せ
れ
セ
力

.
"ハ
博
士
.
®
意

見

を

異 

に
す
る
は
、
日
本
銀
行
が
外
國
じ
於
て
私
人
の
所
有
に 

歸
ず
ベ
.
き
思
货
を
受
廣
す
，る

に

つ

て

、.內J
J

棺
後
し

ね
る
；̂
換
券
は
內
地
の
金
融
緩
稷̂
^る
'た
め
*‘
忽
ち
普 

通
銀
行
を
通
し
て
同.銀
行
の
民
間g

<
e
:
i

な
り
て
復
歸 

す
る
を
以
て
ウ
兌
換
券
は
墙
發
な
き
ふ
同

J

の
結
娘
i
 

な
る
と
い
：ふ
點
に
在
り
。
.
.即
ち
，

1

.
時

增

發

の

事

實

は

之 

を
認
セ
る
も
、

.
忽
ち
は
預
金
i

サ
ね
て
復
歸
す
る
が
故 

に
"
.其
結
果
は
晴
發
な
か
ゥ
し̂
:
3同

，
ブ

な

ヵ

と

做

す

な 

>
9
.
0然
し
な
が
ら
博
土
の
此
結
癒
は
：研
究
す

t

き
ニ
倚 

の
問
題
を
看
過
せ
ぅ◊
即
ち
.
，
' 

.

.

.
‘ 

:
::r 

i:::;: 

i
"..

播
發
.さ
れ
れ
る
兌
換
券
は
、-
金
融
緩
慢
な
る
時 

.
は
常
に
，必
中
直
ち
に
日
本
銀
行
に
復
歸
す
る
も
の
'

.
な
ね
や
プ

.
- 

.
•
::
 

' 

.

!

一.
今
假
に
博
士
所
！̂
の
加
く
、
常
に
必
す
忽
ち
日 

.
本
銀
行
.に
.极
歸
す
る
も
の
>
^
し
て
ブ
日
ネ
厳
行
に 

於
け
る
民
間
預
企
の
墙
伽
は
否
む
ぺ
か
ら
す
。
而 

，し
て
日
本
銀y;:

民
間
預
金
の
增
伽
.ザ
通
貨
膨
服
と 

‘

按
资
涉
な
る
を
得
る
や"
殊'ii

物
偕
騰
貴
ビ
の
蘭. 

係
に
於
て
增
發
な
さVJ

同

i

の
結
果
れ
る
を
得
る

.
:

や
ゾ
-

ニ".
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■ •
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1,

'是
な
り
。
我
在
外
正®

の
墙
W

は
多
く
昨
年
T

半
期
.じ 

起
-
^
•た
.'る
•現

象

に

し

v>
、

日
本
韻
行
の
民
.間

頂金
：：！
！ 

月
末
ょ
り
九
月
以
後
に
掛
け
て
激
增
し

I

時
は
七
千
摩
’

萬

圓

補

に

達

し

.れま

，，

此
事
實
は
是
れ
博
士
を 

し
て
、
右
の
論
據
に
材
料
を
與
へ
た
る
も
の
な
る
ベ
し

咋
年
九
月
以
後S

本
傲
行
民
間
預
金
の
激
填 

せ
し
は 
> 着
博
士
：0

1

^
た
る
理
由
以
外
、
同
年
八！
^

末
東
西
大
.銀
行
家
の
間
に
成̂
4
.し

た

，
る

贷

出

利

モ

協

定

、 

の
事
實
を
觀
過
す
る
能
ゆ
ボ
。

M

賢
際
九
月
以
後
民
则
揖 

金
€
^七
千
撒
滿
圓
に
齋
せ
し
は
、

.

依
‘つ： 

て
著
し
く
大
銀
行.の
遊
金
潘
加
を
刷
政
し
れ
る.に
依
.
 ̂

こ
i

大
に
し
て
•
增

凝

：
さ

れ

れ

る

；
^
換

芬

は

常

に

必

中
 

直
も
に
本
銀
行
に
.
.復
歸
す
る
，も
の
な
ゥyj

即
斷
す
る
'

能

は

す

。

況

ん

や

：其

.成

分

は

其

が

日

本

銀

行

に

復

歸

す

一 

る

迄

に

，は
：相

當

の

斯

間

を

要

す

べ

く

、

從

ウ

て

其

間

‘は 

通
货
膨
暇
を
来
す>J

ビ
ぁ
る
に
於
て
を
や
。
且
やW
±.ハ
 

所
韓
の
如
く
ん
ぱ
r
艇

滴

界

の

徹

耍

以

上

不

當

，に

縱

释
 

さ
，れ

た.る

兌

換

券

も

、
；

.
常
.に

直

も

に

XE1

本

銀

行
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復

歸
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ゅ
疋
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隨
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0
0
0

し

兌

他

港

不

當

の

‘增

發

て

ふ

憂

ふ

べ

き

現

象

は

腫

を

絕
 

ゥ
にf

!

ぶ
':̂
。. 
0
^

の
#

f

さ
.は

豐

け

事

な
ま

ノ 

<
r

日
の
货
幣
制
度
に
す
は
固
ょA
得
ベ
か
ら
ざ
る
こ
ぜ

に
®

す
。
.縦
令4

-

假

に

博

の

：所
說
の
如
ぐ
播
發
さ
れ 

た
る
兌
換
券
が
全
部
直
に.日
本
銀
行
に
復
歸
し
たK
V 

、と
し
て
、
良
.間

の

增

加

は

通

贷

の

膨

服i
何
等
の 

交i
t

を
有
せ
.ざ
る
や
。
，
元
來
日
本
銀
行
の.民
間
預
金
.
：
 ̂

市

中

銀

行

现

命

を

構

成

す

る

も

の

な

れ

ば

-
^
兌

換

券 

が
民
間
預
金
ビ
な
ゥ
て
日
本
銀
行
に
復
歸
し
て
、
其
增 

0
の
實
數
を
外
面
に
現
は
タ

V

ぶ
.も
,,民
間
觸
金
の
&
 

加
は
常
に
1

券
增
發
を
脅
し
つ
、
さ
る
は

1

4

^
 

に
し
て
ゾ
通
货
膨
服
の
實
勢
を
他
付
ぐ
る
は
爭
ふ
べ
か 

ら
や
。
.加
之
兌
換
券
增
修
に
基
く
普
通
銀
行
預
金
の
增 

加
は
，’
廣
義
の
通
货
膨
服
を
誘
致
す
るね
於
て
を
や
0 

余
は
如
何
に
し
て
も
兌
換
增
發
な
きe
同

J

め
結
嚴
ビ 

な
る
と
い
ふ
傅
士
の
說
に
服
す
る
能
は
す。
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搬
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融
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狀
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填
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